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令和5年11月10日 

 

 健康福祉サービス第三者評価結果 公表 共通様式 

 

１ 事業者情報 

 

 

 

２ 第三者評価機関  

第 三 者 評 価 機 関 名 
ニッポン・アクティブライフ・クラブ  

ナルク滋賀福祉調査センター 

評 価 実 施 期 間 令和5年10月17日と10月19日 

 

 

福 祉 サ ー ビ ス の 種 別  保  育 

事 業 所 名  レイモンド大藪保育園 

代表者氏名（管理者）  園 長  岩井田てる子 

法 人 名  社会福祉法人 檸檬会 

定  員 （利用人数）  90名 

施設・事業所 所在地 
〒522-0053 

滋賀県彦根市大藪町2655 

Ｔ Ｅ Ｌ 0749-47-5945 

Ｆ Ａ Ｘ  0749-47-5946 

電 子 メ ー ル  oyabu@lemonkai.or.jp 
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○ 総合評価 

社会福祉法人「檸檬会」は、保育分野に限れば関東圏から沖縄まで60を超える保育園・こ

ども園・小規模保育所を運営し、「子育てによろこびを 社会に新しい風を 笑顔あふれる

子どもが住む未来の地球のために」を理念に掲げ、親や家族だけでなく子どもに関わる全て

の人が、子育てに喜びを持てる社会の実現を目指している。保育園6カ所、こども園が5カ所

、その他小規模保育所6カ所の活動を展開している滋賀県内においても、この地球で子ども

たちの笑顔があふれる新しい価値を生み出そうと、日々、将来を見つめた取組みを進めてい

る。 

レイモンド大藪保育園は、井伊家35万石の城下町の近郊、歴史と文化に育まれた自然豊か

な「大藪の地」、びわ湖のほとりに立地している。彦根市より福祉ゾーンに指定され、高齢

者福祉施設はじめ障害者福祉施設や乳幼児施設、さらには民間企業のパナソニックが設置し

ている障害者就労施設等、各種の福祉施設が高度に集積する地域となっている。本園は、こ

うした地に地元からの厚い要望と期待を集めるなか、平成23年（2011年）4月1日滋賀県から

事業者認可を受け活動を開始した保育園である。 

 本園の教育・保育では、短期的な結果を求めるのではなく、全ての子どもたちに、生涯消

えることのない『生きる力』である「3つの心」を育てることをめざしている。 

① 「人・命を愛する心」 

 ～人・命を慈しむ、思いやりの心を育むこと～ 

② 「自然と共に生きる心」 

 ～環境にしなやかに対応し、自然とともに生きる心を育むこと～ 

③ 「想像（創造）する心」 

 ～想像し創造する活動をとおして、未来を切り拓く力を育むこと～ 

 さらに、次の3つの保育指針を定め、「檸檬会」の保育理念に基づく具体的な行動指針に沿

いながら教育・保育の質の向上を図っている。 

① 子ども一人ひとりの育ちに寄り添い、それぞれの生きる力を育む。 

② さまざまな体験を通して、しなやかな身体と豊かな感性を育む 

③ 人との「つながり」、社会との「つながり」を育む 

 

 現園長は、本園のスタート時から勤務してきた職員で、３年前に園長に就任した。時は折

しも、コロナ禍の真っ最中、先頭に立って奔走する日々だったが、ようやく「Withコロナ」

体制で活動できるようになった。保育の技術に一層の磨きをかけ、子ども達の笑顔が満ちあ

ふれる「場の創造」に取り組んでいる。レイモンド大藪保育園は、「光」と「風」、豊かな環

境に恵まれて、子どもの笑顔があふれ、子ども同士の育ちあいがみられる素敵な保育園であ

る。  
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○ 特に評価の高い点 

 

1 愛着関係を基盤とした0～2歳児の育児担当 

育児担当を乳児期の保育で実践している。育児担当とは、一人の子どもに対し、いつ

も決まった保育者が食事や着替え、オムツ交換などの生活面の援助をおこなうことを

いい、同じ保育者に世話されることによって特定の大人への愛着関係、信頼関係が芽

生え、情緒が安定すると言われている。 

   本園では、一人ひとりの発育過程や特徴把握に努め、愛着関係・信頼関係をしっかり 

築き、個々の乳児の発達や興味関心に合わせてきめ細かに関わり、成長を温かく見守る

保育を実践している。また、担当保育者が不在の時は、職員間の連携のもと、フレキシ

ブルな対応が行っており、子どもたちのにこやかな笑顔が絶えることがない。 

 

2 子どもたちが主体的に過ごせる空間の創造 

子どもは、遊びによってさまざまな力を身につけ成長している。感動と好奇心に突き 

動かされ、夢中になって遊ぶ中で、子どもたちの世界が広がり、人との関わりを学んで

 いく。 

こうした子ども観のもと、一人ひとりの成長と発達を願い、園舎・園庭のいたるとこ

 ろに「何だろう」「やってみたい」「次はどうすればいいのだろ」という思いや気づき

が生まれる「しかけ」を施している。「コーナー保育」ではまさに、「子どもの心に火を

灯す」工夫やしかけがある。そして、子どもの主体性を大切にした保育や子どもの心を

和やかに安定させる「美しい保育環境」は、その活動の自然な発展性を支えている。園

児が自己選択・自己決定でき、主体的に過ごせる創造空間であると言える。 

 

3 社会とのつながりを育む体験活動 

四季折々の彦根の自然が与えてくれる贅沢な恩恵。その恩恵は、園児一人ひとりの成 

長を支え、地域の人々との温かい交流を生んでいる。びわ湖の砂浜へのお散歩や栽培農 

園へのお出かけは、「地域に無くてはならない保育園」として、その存在意義を高めて 

いる。「おはよう」「気をつけるんだよ」と飛び交う挨拶には、子どもたちの社会性を育 

む無限の力が秘められている。 

外部講師を招聘する3種類の教室保育では、3～5歳児には週1回専門家指導による体操

教室を、3,～5歳児対象に週1回本部からの専門講師の派遣で英語教室を、5歳児には月1

回裏千家の師範による茶道教室を実施している。これらの教室活動では幼児期に必要な

運動能力の基礎作り、日本の伝統文化体験を通した礼儀作法の習得、英語教室ではコミ

ュニケーション能力の基礎を培う良い機会となっている。 
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 4 「生きる力」を支える「食育活動」  

   保育全体計画の中に「食育」がきちんと位置づけられ、給食時間の子どもたちへの食

事指導では、それぞれの年齢に合わせて的確に行われている。どのクラスも落ち着いた

雰囲気の中、子どもたちもゆったりと食事時間を楽しんでいる。農園での野菜栽培やク

ッキング等、幅広い活動も展開し、「食育」に厚みを持たせている。調理スタッフは3名

で、毎日手作り給食とおやつを提供し、保護者からも高い支持を得ている。献立は和食

を中心とし、魚料理・大豆製品や季節の野菜等、様々な食材を使用し、薄味でおいしく

仕上げている。 

 

 5  保護者アンケートの結果について 

今回、保護者アンケートを実施し、その結果は 

① 回収率84％ 

② 24項目の質問の後25番目に総合満足度を訪ねた結果は、97％の保護者が満足し

ているとの回答をしている 

③ 25項目中14項目が90％以上の保護者が満足しているとの回答であった。 

以上のデータは、保護者と園の関係が充実していることを示している。 

（添付のグラフ参照） 

 

○ 改善を求められる点 

 

1 中長期目標の策定について 

近年の「彦根市子ども・若者会議」では、頻繁に「保育施設の利用定員の設定と認

可について」が議論されている。これは、現在の彦根市の人口は現状維持が保たれて

いるが、幼年人口は確実に減少に転じ、彦根市周辺部の保育園では、定員に満たない

保育園が出始めているという危機感からである。同会議では、近い将来、この傾向は

全市的に広がるであろうと予測している。こうした少子高齢化問題に対処するために

は、中長期目標の設定が欠かせない。単年度目標に留めず、経営戦略上の面でも、保

育の質の向上の面でも、一刻も早く中長期ビジョンを描かれることを期待したい。 

 

2 保護者とのコミュニケーションの更なる充実について 

本園では、コロナ禍中といえども、キッズプラスを使用することにより、登降園管

理、指導計画の変更連絡・緊急時のお知らせ等、各種連絡は、従来に比して格段にス

ムーズに伝達が出来るようになっている。しかし、この3年間に及ぶコロナ禍対策によ

り、保護者と保育園との連携の機会は確実に減少せざるを得なかった。特により小さ



- 5 - 

 

い子どもを預ける保護者の気持ち特に安心安全対策やアレルギーなどは不安もひとき

わ大きいと思われる。こうしたなか、保護者がより安心できるシステムとはどういっ

たものか、Withコロナを前提にしながら保護者と検討する中で新たな手法を見いだす

ことを期待したい。 

3 地域・関係機関とのつながりの再生を求めて 

令和5年5月8日より、新型コロナ感染症は5類感染症に位置づけられた。この処置に

より、従来の各種の規制も緩和され、保育園運営においても、特に対外的な連携のあ

り方が変化することとなる。保育園においては、この機を逸せず、地域・関係機関と

の連携のあり方や方向性の共有化に向けて、一歩一歩前進していって欲しい。 

 

 

 第三者評価結果に対する事業者のコメント   

 

コロナ渦の影響で受審できていなかったが、今年度再開できてほっとしている。 

  沢山のお褒めの言葉を頂き職員たちの励みになったと思う。 

しかし、中長期目標の策定、保護者とのコミュニケーションの更なる充実、地域・関係

機関とのつながりの再生という 3 項目のご指摘をいただいて、改善をさらに重ね子ども

たちのために地域に根付き、さらに求めていただけるように精進していきたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


